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区民参画について 

都市計画マスタープランの改定にあたって、大田区の未来や地域のまちづくりの方向性など

を、大田区に関わる多くの皆さま（住む人、働く人、学ぶ人など）と共に考え、意見を伺う機会

として、区民参画を実施しました。 
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区民参画の実施状況 

※別途、令和元年度 第２回生徒代表者意見交流会で区内中学校 28 校から意見募集を実施。

 
概要 実施期間 

実施・募集方法

／場所 

参加者・ 

回答数 

ア
ン
ケ
ー
ト 

無作
為抽
出 

区内在住者（18 歳以上）

からの無作為抽出とＷ

ＥＢ公募により、現行計

画の認知度やテーマご

とのまちづくりの満足

度等についてアンケー

トを実施 

令和元年9月11日

～9 月 25 日 
― 

765 件 

（ 2,000 名

対象） 

W 
E 
B 

令和元年9月11日

～10 月 11 日 

大田区 HP にて

掲載 
21 件 

まちづくり

座談会 

区民が日頃感じている

区への想いや可能性に

ついて、世代毎に集まり

テーマごとに議論 

令和元年 11 月 20

日～12 月 19 日 
本庁舎 他 

10 団体 

延べ 64 名 

意
見
募
集
箱 

※ 

紙面 

都市づくりに関連する
テーマを選択し、「好き
なところ」「未来にも残
しておきたいところ」と
「変えていきたいとこ
ろ」「実現したいと思う
こと」について意見を 
募集 

令和元年11月2日

～12 月 26 日 

全 30 箇所設置 

（出張所、 

図書館 他） 

71 件 

Ｗ
Ｅ
Ｂ 

令和元年11月1日

～12 月 25 日 

大田区 HP にて

掲載、 

二次元ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 

14 件 

ワーク 
ショップ 

他の区民参画の成果を

使いながら、参加者がグ

ループごとに意見交換

し、みらいのまちのコン

セプトをまとめる 

令和２年 

1 月 22 日、25 日、

26 日 

大田区消費者 

生活センター 

他  

３回 

延べ 34 名 

ポスター 

展示 

区民参画を通じて得ら

れた区民の意見や想い

を、「区民の考える大田

区の未来像」としてまと

め、その内容と取組みを

周知 

令和２年 

３月 16 日～19 日 
本庁舎 ― 
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アンケート 

現行都市計画マスタープランの振り返りや今後のまちづくりの方向性の検討等のご意見を、 

主に区民の皆様を対象にしたアンケートにより集めました。 

 

実施内容 

1）無作為抽出者によるアンケート 

①対象：18 歳以上区内在住者（無作為抽出 2,000 名） 

②アンケートの回答及び提出方法：以下のいずれかの方法で回答郵送、

電子申請 

③実施期間：令和元年 9 月 11 日（水）～9 月 25 日（水） 

④回収結果 

回収数：765 通 （郵送での回答：674 通、電子申請での回答：91 通） 

回収率：38.3％ （サンプル数 765 通 ／ 配布 2,000 通） 

 

2）WEB 公開アンケート 

①対象：公開（年齢、国籍問わず、区内在住でなくても回答可能） 

②アンケートの回答及び提出方法：以下のいずれかの方法で回答 

郵送電子申請 

③実施期間：令和元年 9 月 11 日（水）～10 月 11 日（金） 

④回収結果 

回収数：21 通 （全て電子申請での回答） 

設問の概要 

①現行都市計画マスタープランの認知度について 

②まちづくりに関する 8 つのテーマの満足度や今後のまちづくり等に

ついて（土地利用、交通ネットワークの整備、水と緑のまちづくり、

安心・安全なまちづくり、住宅・住環境の整備、産業のまちづくり、

景観のまちづくり、環境のまちづくり） 

③大田区のまちづくりの魅力や課題について 

④まちづくりへの参加経験について 
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まちづくり座談会 

区民の皆様が日頃感じている区への想いや可能性について、世代毎に集まり議論することによ

り、区民視点の課題や機会のキーワードを集めました。まちづくりに関する６つのテーマから関

心のあるテーマを選んでいただき、様々な質問をしながら参加者のご意見を伺いました。 

実施内容 

・一回約 1.5 時間程度で実施。
・まちづくりに関する６つのテーマを用意。
【テーマ】
 国際化・観光/産業/住環境/安全・安心/交通/環境・みどり（水辺） 
・世代毎に集まっていただき、関心のあるテーマについて、進行役が様々
な質問をしながら参加者の意見を伺いし、記録係がポストイットに 
記録。 

No. 日時 対象者 
参加 
人数 

1 2019/11/20(水) 18:00～ 区内在勤者 5 

2 /11/21(木) 13:30～ 大学生 14 

3 /11/25(月) 10:00～ 大学生 5 

4 /12/03(火) 10:00～ シニア（大田区シニアクラブ連合会） 6 

5 /12/12(木) 10:00～ 障がい者 4 

6 /12/13(金) 19:00～ 子育て世代 4 

7 /12/14(土) 10:30～ 外国人（国際都市おおた大使） 5 

8 /12/14(土) 13:30～ 高校生 4 

9 /12/18(水) 13:30～ 大学生 7 

10 /12/19(木) 11:00～ 大学生 10 

障がい者 大学生 大学生 

区内在勤者 大学生 シニア
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意見募集箱 

まちづくり座談会で収集しきれなかったより多くの区民目線の長所や課題を集めました。 

実施内容 

・テーマリストから関心のあるテーマを選択し、テーマに対する
「好きなところ」「未来にも残しておきたいところ」と
「変えていきたいところ」「実現したいと思うこと」について回答。

・回答者は、「年代」と「大田区との関わり」を選択。
１）紙面での募集
①設置個所：特別出張所、図書館、他（30 か所）
②実施期間：令和元年 11 月 11 日（月）～12 月 25 日（水）
③回答数 ：71 件
２）WEB での募集
①実施期間：令和元年 11 月 11 日（月）～12 月 25 日（水）
②回答数 ：14 件

※別途、令和元年度 第２回生徒代表者意見交流会で区内中学校 28 校
から意見募集を実施。

■ 回答用紙／回答フォーム

紙面 Web 

意見募集箱 大田区役所にて設置 
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ワークショップ

将来に対して想いのある区民に集まってもらい、互いの自由な発想を重ね合わせることにより、
20 年後の大田区に向けたアイデアやみらいのまちのコンセプトをまとめました。 

実施内容 

・一回約２時間で実施。
・出張座談会と同じ６テーマを用意。
実施回毎に、議論対象とする２～３テーマを設定。

・グループ毎に１テーマ 20 分程度で議論。全テーブルで順番に各テー
マについて議論。

・１グループ３～６人で実施。

No. 日時 
参加 

人数 
場所 対象テーマ 

1 2020/01/22(水) 

18:30～20:30 
12 消費者生活センター 

・産業
・交通
・住環境

2 2020/01/25(土) 

10:00～11:45 
15 消費者生活センター 

・住環境
・国際化・観光
・安全・安心

3 2020/01/26(日) 

14:00～15:45 
7 Luz 大森 

・環境・みどり(水辺)
・交通

2020/1/22（水）実施 WS 2020/1/22（水）実施 WS 

2020/1/25（土）実施 WS 2020/1/25（土）実施 WS 

2020/1/26（日）実施 WS 2020/1/26（日）実施 WS 
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交通（1月 22 日・1 月 26 日） 

産業（1月 22 日） 

安全・安心（1 月 25日） 

国際化・観光(1 月 25日) 
住環境（1 月 22日・1月 25日） 

かゆいところに手が届くオオタ 2040 

車をつかわないまち 

多世代にとってやさしい交通のまち 

住んでる人もはじめて来た人も 
誰でもどこでも行けるまち 

自然と足が進むオオタ 2040 

高齢者にやさしいまち 

環境・みどり（水辺）（1月 26日） 

暮らしのなか（住宅街）で 
小さな店、大きな夢 

みんなのアイデアを町工場に 防災に強いまちづくり 

ボーダレスなまちづくり、官・民・住民 
との連携、住民主体のまちづくり 

顔の見えるまちづくり 

あいさつできる範囲でのまちづくり 

リフレッシュできる街（温泉・散歩・食）

ものづくりをアピール 

空港すぐ近くにいろいろあるまち 
（スタジアム・市場・ショッピングなど）

安全に管理されていて 
安心して通れる空間があるまち 

多世代のコミュニティを通して今あるゆとりの 
ある緑空間（緑道など）を維持できる街 

遊びも趣味も楽しめる 
自然を活かした公園がたくさんあるまち 

多くの世代で楽しめる災害時にも集まれる 
多目的な公園があるまち 

活気とゆとりあふれる明るい駅前空間 

雑多さを残し駅前ににぎわいがほしい 

様々な人たちと気軽に交流できる街 

歴史ある建物を生かして外国人との交流 

多世代にやさしい（子供が多い） 
安心・安全のまち 

誰もが移動しやすいまち 
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区民の考える大田区の未来像 

様々な区民参画を通して浮かび上がった未来のまちのアイデアをもとに、ワークショップを開

催し、「区民の考える大田区の未来像」としてまとめました。その成果を、イラストを交えて紹

介いたします。 
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